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交流まちづくり
～ サステイナブルな地域をつくる新しい観光 ～

１．書籍出版

本書では、地域の持続可能性を見据え、地域資源を活用した観光を取り入れながら住民と観光客がま
さに「交流」し、地域の活性化に取り組んでいる事例を６つのテーマに分けて、章ごとに紹介しています。

なお、取り上げた事例については、成功した取り組みだけでなく、失敗した取り組みにも触れつつ、
その試行錯誤のプロセス、現時点での課題、今後の対応策などについても可能な限り紹介しています。

２．ポストコロナ期のまちづくり

本書の出版企画がまとまったのは 2019 年 12 月のことで、まだ新型コロナウイルス感染症が世間を
騒がせていない頃でした。

その後パンデミックが発生し、新たな生活様式が求められていますが、本書で提案している「交流」を手
段とした「持続可能なまちづくり」はウィズコロナ時代であっても、さらに言えばポストコロナの時代に
こそ有効なものであると考え、コロナになってからの対応も可能な範囲で加筆した上で出版に至りました。

本書は全国大手書店で販売されている他、アマゾンでも注文可能です。

書籍の内容、ご購入につきましては、学芸出版社ホームページ 

https://book.gakugei-pub.co.jp/gakugei-book/9784761528188/

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　をご確認ください。
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